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実践的表現の手法

目指せ、プレゼンテーションマスター
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ランキングをつけてみよう

有言

不言

実行不実行

有言実行有言不実行

不言実行不言不実行
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何が不足しているのか？
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若手社員に不足が見られる
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• 決められた規則

等を守る
• 指示や命令等を

聴く

受動 能動

“Ｂｅ”から“Ｄｏ”へ
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高度情報化が生んだもの

★ 給与計算、経理・財務などの一般事務
★ 顧客管理、売上などのデータ管理、グラフ化、分析などの調査事務

単純作業の機械化

ＰＣ、ロボット＝「用」＝「不言実行」

「黙って死んでこい」という
サムライ社会の美徳の崩壊
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「有言」とはどういうことか？

• 言葉に出すためには「思考」が必要

• 言葉に出すから間違いがわかる

そして、

「有言」は「実行」につながる

「不言」は「不実行」につながる
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ＷＩＬＬ（意思）を明確に認識させる指導の重要性

経験の
再現期待
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コンピテンシーという考え方



巧みな“術”の落とし穴
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ビジネスマンの
プレゼンの
目的は？

˲

面接を受ける
学生の
目的は？



効果的な“聴き方”
？
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常にＯＵＴ ＰＵＴを意識してＩＮ ＰＵＴする！

！

！

聞いているだけでは、伝えられない！

OSAKA CITY UNIV.



面接における失敗例

• 混乱して何を喋っているか分らなくなっ
てしまった。

• 言いたいことがまとまらず、喋っている
途中で面接官に遮られ、最後まで答えら
れなかった。

• 喋っていることに自分で矛盾を感じてし
まい、修正がきかなくなった。
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Jean Guitton(1901-1998)

思考力の養成
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「これに対して
ある人は、…」

「なるほど。」

「しかし、…」

ジャン・ギットンの３つの呪文
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面接、ディスカッション
での応用
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腐れ縁の彼氏と
きれいに別れる手紙
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英語的プレゼンテーションのすすめ
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「結論」の条件

• 課題について、最も重要な解決案であ
ること

• 要旨を過不足なく述べていること

• インパクトのあるメッセージになって
いること

• メッセージが、事実や分析でサポート
できていること
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ꜘ

• はじめに

• 第１章

• 第２章

• 第３章

• 第４章

• おわりに

⇒ 研究の概要

⇒ 現状における問題点

⇒ 現状における対応策

⇒ 対応策に内在する課題

⇒ 課題解決のための考察

⇒ 将来的な課題

状況

意味合い

ｱｸｼｮﾝ

結論

OSAKA CITY UNIV.



よい表現とは？

• 簡潔であること

• 明快であること

• 事実に基づいた分析をベースにしてい
ること

• ポイントを的確に指摘していること

• 具体的な方策が明確になっていること
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文章表現のポイント

• 主語を明確にする

• 代名詞を多用しない

• ひとつの文章に同じ言葉は繰り返し使
わない

• 意味の重なる語は省く

• 修飾語は過度に使わない

• 修飾語は位置に注意する
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ロジックツリー（LOGIC TREE）
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ロジックツリーのイメージ ṕ Ṗ
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問題発見のためのロジックツリー
太り過ぎた

Why? Why?
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問題解決のためのロジックツリー
太り過ぎた

How to How to
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ロジックスクエアズ
（LOGIC SQUARES）
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WHY?
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WHY?
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論理的思考と表現を
身につけるピラミッド手法

• コミュニケーションの効果・効率を向上する
ための共通の手法

• 論理的に相手を説得し、相手の賛同を得るよ
うに論理を組み立てる手法

• 状況、問題点、解決案、その理由づけを分か
りやすい構成で、簡潔に、もれなく、しかも
メリハリをつけて網羅するための手法
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ピラミッドの種類
• 解説型

理由づけを明確にし、結論
に導く（三段論法的）

• 列挙型

サポートする根拠などを列
挙し、結論を強調する

結論

状況 意味合い アクション

結論

ＷＨＹ？ ＳＯ ＷＨＡＴ？

理由、事例、アクションなど

ＨＯＷ？
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解説型の例
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列挙型の例
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ピラミッドの縦の構成

• メッセージは重要なものから伝
える

ü ʺɟɁȹɶȶǒȐȳɔɟɁȹɶȶ
ǿ

ü ȳɔɟɁȹɶȶǒȐ ǒǋ˗ὕǵ
ѝ ǲ

• 主メッセージをサブメッセージ
で支える

ü ɟɁȹɶȶǶǤǵʤǵɟɁȹɶȶ
ǵ

ü ǵ ᵂǲ ǏȒ ȓ
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ピラミッドの横の構成

• 同レベルのメッセージ群は同
じタイプ

• 論理的に正しい順序に並ん
でいること

• 解説型の場合、２番目のポ
イントは１番目のポイントの
「意味合い」を示し、３つ目
のポイントにのみつながる

• 列挙型の場合、レベルが揃
い順序が適切
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解説型の特徴

■ メリット

• 解決策がひとつしかない場合に有効

• 結論に反対意見をもつ相手に有効

■ デメリット

Ι「状況」の説明の部分で、相手の反論によっ
て、停止してしまうリスクがある

Ι「結局、どうなんだ」という結論に至るま
で、相手に多くの情報を記憶させる必要があ
る
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列挙型の特徴

■ メリット

• 主なポイントが分かりやすい

• 「結局、どうすればいいんだ」という実践型
の相手には有効である

• １つのポイントが受け入れられなくても、他
のポイントをキープしておくことができる

■ デメリット

Ι相手によっては、主張がストレートすぎる
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文書への落とし込み

結論

Ａ Ｂ Ｃ

ア イ ウ エ オ カ
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マイテーマレポート

üそれでは、今、座っている周囲の人とで４～５
人のグループを作ってください。

ü次のテーマについて、１０分間ディスカッション
を行ってください。

üグループでひとつの意見を１分間のプレゼン
テーションにまとめてください。
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